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早いもので、新年が明けてから瞬く間に二ヶ月が過ぎようとしています。スケー トリンクもリンク

運営委員会はじめ関係者による除雪や散水作業によリコンディションを保ちつつ、スケー ト授業を無

事に終了することができました。改めて感謝申し上げます。

3月 は「弥生(やよい)Jと 言われ、「弥」は 「いよいよJ「 ますます」の意味があり、たくさんのも

のが生まれて(植物が)花盛 りになるという意味がこめられています。北海道ではまだ雪が残つていま

すが、日々暖かさを増 して季節の変わり目を大変実感できる時期でもあります。

学校では、3月 は卒業・進級の時期として大変重要な月でもあります。特に中学校では義務教育の

9年間を終えて高校や社会へと巣立っていくまとめの時期です。3年間の思い出を胸に晴れ晴れとし

て卒業を迎えてほしいと思つています。

話はかわりますが、Jピグマリオン効ゝ ^_と
いう教育用語があります。これは、教師が子供に対し

て期待を持っていれば知らず知らずのうちに影響を与え,子供の能力や成績が期待する方向に成長発

達 し、逆に期待できないと考えればそのとおりの期待できない結果になるという効果をあらわしてい

ます。ピグマリオンという若者が石像の女神に恋して、きつといつの日か生命を得て現れると期待 し

て石像に語 り続けて、そのとお りになつたというギリシャ神話からの由来です。

教師や保護者が子供に期待 しすぎて、子供の主体性を失わせては何にもなりませんが、期待 して子

供を信ずる気持ちを持ち続けることが子供には最終的には伝わるのではないでしょうか。

鍵                  贅           彙

豊代ェす蛙何事も結果をすぐ求めがちですが、子供の成長を見守るためには長い期間が必、要です。 3

年生は義務教育の 9年間を終えて、とりあえずは大人になるための一歩を踏み出すことになりますが、

これからも教師として保護者としての期待を持ち、暖かく見守ることが必要だと思います。

1・ 2年生には新たな課題と期待を持って進級に向けた取り組みを学校全体として取り組んでいき

ますので、今後もご協力をお願いいたします。

日へのご参加ありがとうございまし

2月 21日 (本)の授業参観・懇談会に多くの

保護者のご参加をいただきました。懇談の中では

今年度の学校評価について説明させていただき

ました。結果を次年度の学校経営に活かしていく

ために活用します。

プログもご寛下さい



‖も盛況で生徒も

16日 (土)に開催された冬祭 りは

1・ 2年生の雪像の出来映えも大変素

晴らしく、当日の参加状況やお手伝い

も地域の方々に大変喜ばれていま し

た。大変楽 しい一日でした。

新入生の入学説明会を22日 (金 )

に開催 しました。今年から、小学校に

出かけて行つていた出前授業を説明

会にセットして、中学校の授業を2時

間体験 してもらうことにしました。当

日は 4時間目に英語を 5時間目に数

学を勉強しました。

お昼は家庭科室で、中学校の先生方

と一緒に給食を食べました。いつも地

域の行事等では一緒に取 り組んでい

るので、あまり違和感 もなく小学生ものびのびと参加 していたようです。

説明会の中では、中標津警察署から「携帯電話についてJの講話がありました。親が知らない携帯

電話やスマホについてのフィルタリングの重要性を改めて認識 しました。
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